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大 阪 府 冷 蔵 倉 庫 協 会 規 約

昭和38年4月12日 制 定
平成19年5月16日 改 定
平成26年5月13日 改 定
平成28年5月10日 改 定
平成29年5月 9日 改 定

第 １ 条 本会は大阪府冷蔵倉庫協会と称し、(一社)日本冷蔵倉庫協会の会員として事務所を大阪

に置く。

第 ２ 条 本会は業者相互の親睦を図り、斯業の発展を期すことを目的とする。

第 ３ 条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

1. 冷蔵倉庫業に関する調査、研究及び技術指導。

2. 業者の相互連絡並びに、情報交換。

3. 官庁との連絡を図り、その諮問に応じ、又は建議すること。

4. 冷蔵倉庫業に関する外部諸機関との連絡提携。

5. その他本会の目的達成のために必要な事業。

第 ４ 条 本会は大阪府内及び奈良県内で冷蔵倉庫業を営む事業所の代表を以って組織し、地域ご

と別に定める支部会を設ける。但し、第６条に定める会費を一年以上滞納の場合は理事
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会の決定をもって退会させることが出来る。

第 ５ 条 本会への加入・脱退は自由とする。

第 ６ 条 会員は別に定めるところにより、会費を負担する。

新入会員は別に定めるところにより、入会金を納付する。

第 ７ 条 本会に次の役員を置く。

会 長 壱 名

副 会 長 八 名 以内

理 事 二 十 名 以内

監 事 弐 名

会長、副会長は理事の互選による。

第 ８ 条 理事、監事は総会に於いて、会員中よりこれを選任する。

第 ９ 条 会長は本会を代表し、会務を統理する。

副会長は会長を補佐し、会務の処理に当たる。

理事は理事会を組織し、総会提出議案及び重要な会務を審議決定する。

監事は本会の会計を監査する。
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第１０条 常務理事は常務理事会を組織し、次の所掌事項を審議決定する。

（イ）庶務に関する事項

（ロ）事業・会計に関する事項

（ハ）広報及び調査・統計に関する事項

（ニ）その他会長の委嘱する事項

第１１条 役員の任期は二ヶ年とする。但し、再選を妨げない。

役員が任期途中、転勤、その他やむを得ない場合は、同一企業の者が残任期間を引き継

ぐものとする。

第１２条 総会は、毎年一回、５月に定時総会を、その他必要ある場合に臨時総会を開催する。

総会は会長がこれを召集し、その議長となる。

第１３条 総会の議決は、出席会員の過半数を以てこれを決する。

第１４条 次に掲げる事項は、総会に附議しなければならない。

1. 収支予算並びに会費の賦課及び徴収方法

2. 収支決算の承認

3. 規約の変更
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4. 其の他特に重要な事項

第１５条 本会に第３条の事業を達成するため委員会を設ける。

委員会の構成・運営等については別に定める委員会規程によるものとする。

第１６条 本会の経費は会費、寄附金其の他の収入を以ってこれに充てる。

第１７条 本会の会計年度は、４月１日より翌年３月３１日までとする。

第１８条 本会に顧問、相談役を置くことが出来る。

顧問・相談役は総会に於いて、これを推薦する。

以 上
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旅 費 規 程
平成26年5月13日 制 定

第 １ 条 協会の用務による出張旅費については、交通費・宿泊費は実費精算とし、日当は支給し

ないものとする。

第 ２ 条 (一社)日本冷蔵倉庫協会 事業功労表彰についての受賞者の旅費は協会負担とし､精算は

一律３０千円とする。

以 上
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支 部 会 規 程

平成19年5月16日 制 定

平成27年5月12日 改 定

第 １ 条 支部会は大阪府冷蔵倉庫協会の全会員事業所の代表あるいはその代理人によって組織し、

地域の諸課題、本協会よりの伝達･依頼事項及び本協会への要望等を協議し､本協会の目

的の為に活動する。

第 ２ 条 支部会は北支部、南支部の２支部とする。

２支部の地域割は理事会に於いてこれを決定する。

第 ３ 条 支部会を組織する支部会員はその事業所の所在する第２条の支部に各々所属する。

第 ４ 条 各支部会は支部長１名、副支部長１名、幹事若干名を支部会員による互選で選出し､会

務を主導させる。各支部役員の任期は本協会の役員に準ずる。

支部長は本協会の理事として理事会に出席し、その議事内容を支部会員に伝達・周知さ

せる。又 支部会員の要望・意見を理事会に上程する。

第 ５ 条 支部会は原則年６回以上開催し、その具体的活動内容は各支部会毎に協議、決定する。
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合同支部会、支部会内の地区分会、他府県地域部会との交流等広範な活動を認める。

但し、海外との交流については理事会の承認を必要とする。

第 ６ 条 支部会の運営費は本協会より、理事会で承認した一定の範囲でこれを支給する。

但し、アルコール類、遊興費については各自、各事業所の負担とする。

以 上
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委 員 会 規 程

昭和61年5月29日 制 定
平成19年5月16日 改 定

第 １ 条 （委員会の任務）

委員会はその委員会の所属する事項につき企画・調査・研究及び審議を行うものとする。

第 ２ 条 （委員会の種類・構成）

委員会は企画･業務．環境安全の２委員会とし、各委員会の所掌事項・構成は別に定める

ところによる。

第 ３ 条 （委員長・副委員長）

委員長は委員のうちから会長が指名する。

副委員長は委員のうちから委員長が指名する。

第 ４ 条 （専門委員会）

委員長が必要と認めた時は委員会に専門委員会を設けることが出来る。

第 ５ 条 （専門委員長・副委員長）

専門委員長・副委員長は専門委員のうちから委員長が指名する。
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第 ６ 条 （部 会）

委員長が必要と認めた時は委員会に部会を設けることが出来る。

第 ７ 条 （部会長・副部会長）

部会長は部会員のうちから委員長が指名する。

副部会長は部会員のうちから部会長が指名する。

第 ８ 条 （委員長・副委員長・専門委員長・副委員長・部会長・副部会長の任期）

大冷倉協役員改選期までとする。但し再任を妨げない。

補欠により選任された者の任期は前任者の残任期間とする。

第 ９ 条 （委員会・専門委員会・部会）

委員長・専門委員長・部会長が必要と認めた時は、夫々の各長が召集し、開催する。

会長・副会長は随時会議に出席することが出来る。

第１０条 （報 告）

委員長は必要に応じ、理事会・総会開催時にその委員会の状況を報告するものとする。

第２条に基づく委員会の所掌及び構成

１．企画･業務委員会 （１）所掌事項 （イ）経営に関する事項
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（ロ）労務に関する事項

（ハ）教育講習に関する事項

（ニ）流通の合理化対策に関する事項

（ホ）冷蔵倉庫需給に関する事項

（へ）倉庫ビジョンに関する事項

（ト）その他会長の委嘱する事項

（２）構 成 ・ 担当副会長 ２名（会長指名）

支部長・副支部長及び担当理事 ５名（会長指名）

会長指名若干名

２．環境安全委員会 （１）所掌事項 （イ）技術及び技術指導に関する事項

（ロ）省力化に関する事項

（ハ）電力に関する事項

（ニ）保安に関する事項

（ホ）その他会長の委嘱する事項

（２）構 成 ・ 会長指名 若干名

以 上
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会 費 規 程

平成19年5月16日 改 定
平成24年5月15日 改 定
平成29年5月 9日 改 定

第 １ 条 会費は設備割及び均等割とし、第１４条第１項の規定によって賦課する。

第 ２ 条 会費は次の割合により毎年６月、及び９月に徴収する。

設備割 １立方米に付（年額） ９円

但し、設備割会費は国土交通大臣、近畿運輸局長への届出容積を基準とし毎年４月１日

現在の設備能力（容積）により計算する。

但し、新規加入会員は入会月より月割り計算とする。

均等割は一事業所当り年額金六萬円とする。

第 ３ 条 会員が年度経過中に脱会した場合、既に受け入れた会費は、これを返還しないものとす

る。



- 12 -

入 会 金 規 程

昭和47年5月25日 制 定

第 １ 条 規約第５条により新入会員は入会時に入会金を納付しなければならない。

第 ２ 条 入会金は定額とし金弐萬円とする。

第 ３ 条 入会金は会員が脱会する場合返還しないものとする。

以 上


